
― 人が元気 まちも元気 自慢したくなるふるさと 龍ケ崎 ― 

情報提供日： 令和元年8月7日 

 

昭和初期の牛久沼の風景、農作業・漁労などを描いた貴重なデッサン画37作品を公開！ 

郷土画家収蔵品展「鈴木草牛 素描画展」開催中（8/1～9/22） 
 

龍ケ崎市教育委員会では、郷土の画家 鈴木 草牛（すずき そうぎゅう）のデッサン画106点のうち

37点を、令和元年9月22日まで龍ケ崎市歴史民俗資料館で展示しています。 

本展では、牛久沼と戦後間もない龍ケ崎の風景を題材としたデッサン画を中心に公開。農作

業・漁労などの戦前からの生業を題材とした作品もあり、当時の龍ケ崎周辺での生活を知る

ことができます。また、初の試みとして、作品と関連のある民具や写真も併せて参考展示しま

す。作品が描かれた時代と対比しながら、当時の雰囲気を楽しむことができます。 

 

デッサン画（第1回茨城新興展に出展された作品含む106点）は、平成12年12月に遺族の方

から龍ケ崎市に寄贈され、本市歴史民俗資料館に収蔵。これまでも平成16年・22年に展示を

実施してきました。 

 

本市及び近隣の歴史・民俗に対する理解をより多くの方に深めていただくためにも、本展の周知に

報道機関各位のご協力をお願いいたします。 
 
＜画家のプロフィール＞ 

鈴木草牛（1905/7/15～1988/1/8） 
茨城県稲敷郡に生まれ、東京美術学校（現・東京芸術大学）日本画科を卒業。 
母校の県立龍ケ崎中学校に美術担当教師として20年間奉職。 
数々の画展に出品、個展を開催し昭和43年に新興美術院理事に就任。 

  

■日 時 令和元年８月１日（木）から令和元年９月２２日（日）まで  
開館時間：午前９時から午後５時まで 

休館日：月曜日（祝日の場合は翌火曜日） 

■場 所 龍ケ崎市歴史民俗資料館（所在地：龍ケ崎市馴馬町２４８８番地） 

■入場料 無料 

■主 催  龍ケ崎市教育委員会 

■展示構成 ①龍ケ崎の風景 ３点／②牛久沼の風景 ６点／③農作業の風景 １２点／ 

④農家の生業の様子 ５点／⑤漁労の様子 １１点／⑥参考資料（鈴木草牛年譜、

水墨画「新利根川」、作品に関連する農具や漁具、写真など） 

 ■資 料    チラシ 

  

 担当課 
龍ケ崎市教育委員会 文化・生涯学習課 文化学習推進グループ 

 担当者：糸賀・油原（いとが・ゆはら） 

 連絡先：０２９７－６４－６２２７（歴史民俗資料館 直通） 


